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　大久保博之年度のクラブ奉仕担当カウンセ

ラーを拝命致しました、藤居　彰一（日立ＲＣ）

です。

　まずは、前任の髙橋賢吾担当カウンセラー、

星野幸子総括委員長、大髙司郎支援アドバイ

サーの熱心な御指導により、「ロータリー賞」全

国 34 地区中、連続３年１位、世界で約 530 地区

中２年連続で１位を受賞されました事に心より

敬意を表します。

　御承知の通り当委員会は、会員増強委員会、

クラブサポート委員会、公共イメージ委員会及

びＩＴ委員会により構成されております。

　大久保年度の地区チーム研修セミナーにおい

ても、会員増強に関し強調されていた印象を持

っております。最近は、職業奉仕を軸にして、

議論が進む事が少なくなって来た様に感じます

が、各クラブがそれぞれ置かれている状況の中

で、「世の中で良い事をしよう。」と言う計画の

実現を目指す時、それに対応するべき職業分類

に即した人材が必要になるわけで、人数の枠合

わせですむことではありません。そして、クラ

ブの特徴として、クラブの内外に、当該クラブ

の特徴（地域への浸透度等）が、理解されてい

ることが必要であると思います。

　歴代のクラブ奉仕御担当者の方々が、指摘さ

れていることに、皆が分かり易い「戦略」、「計

画」、「方針」を必ず広報し理解と協力を得やす

くするべきであると思います。

　さらに最近感じる事は、物事の「手段」と

「目的」が曖昧に捉えられている場合が散見され

ます。「手段」を達成しているのに、「目的」が、

達成して居ない事が、起きてないでしょうか？

　これらの事を実行するのに、毎年一から考え

直す必要があるとは思えません。腰を落ち着け

てじっくり考え真剣に取り組み甲斐のある計画

を立案し、一つ一つ確実な達成をみんなで歓び

合える年の起点にしませんか？

カウンセラー・総括委員長メッセージ

クラブ奉仕　担当カウンセラー 

藤　居　彰　一
（日立ＲＣ）

居心地の良いクラブライフを目指して
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　大久保年度、クラブ奉仕総括委員長を務めさ
せていただきます水戸西ＲＣの星野幸子です。
今年度２年目となります。どうぞ、よろしくお
願い致します。
　さて、クラブ奉仕委員会は「クラブの魅力を
引き出し、未来へつなぐ」クラブづくりのお手
伝いをさせて頂くことをミッションに活動をし
ております。
　会員増強委員会、クラブサポート委員会、公
共イメージ委員会、ＩＴ委員会が地区内 55 ク
ラブの運営のサポートをして参ります。
　昨年秋には、2022 年度規定審議会によるク
ラブ定款・細則の見直しとクラブ戦略計画に関
するアンケートを実施させて頂きました。この
ようにクラブ運営の根幹の部分のサポートも
行っております。
　また、ＤＸ化が進む時代におけるクラブの公
共イメージを上げることはＳＮＳ無くしては成

し得ません。公共イメージ委員会およびＩＴ委
員会は、各クラブのＤＸ化、ＳＮＳ戦略のお手
伝いもさせて頂きます。
　そして、何と言っても会員増強・維持につい
ては、会員増強委員会がサポートさせて頂きま
す。衛星クラブの作り方にご興味のあるクラブ
もぜひ、お声がけください。クラブ奉仕委員会
では、会員増強を始め、各クラブの必要に応じ
て卓話をさせて頂きます。My Rotary 登録のお
手伝いも致します。
　ぜひ、有効にお使い下さい。
　今年度、新たな取り組みとして、女性会員の
親睦及び会員増強を目的とした地区女性会員セ
ミナーを開催する予定です。
　大久保年度も全クラブのＲＩ会長賞達成の支
援も行ってまいります。
　どうぞ、皆様、大久保年度もクラブ奉仕委員会
を大いに活用し、クラブを活性化して参りましょう。

クラブ奉仕　総括委員長 

星　野　幸　子
（水戸西ＲＣ）

大久保年度を迎えて
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　本年度は、大久保ガバナーの方針により、職

業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の 3 つの委員会を

集結し、奉仕プロジェクトリーグとして地区の

活動を行うことになりました。その目的の一つ

は、クラブの各委員会の委員の皆様が 3 つの委

員会活動に携わることにより、共通の認識を持

ち、専門分野の見識を共有することにより力強

いクラブの奉仕プロジェクトを推進するためで

す。二つ目の目的は、研究会やセミナーを効率

よく開催し、クラブ単独では難しいプロジェク

トを効果的に実践することです。

　社会奉仕委員会は、大久保ガバナー独自の、

茨城の魅力を多方面に発信するクラブ一押しの

コンテンツを網羅した茨城ガイドブック「見て

覧（ミテラン）」の作成です。このガイドブック

により、茨城のすばらしさを発信し、マイナー

なイメージを払拭し、少しでも茨城に足を運ん

でもらえるようなガイドブックにしたいと考え

ています。

　職業奉仕委員会は、ＲＩ会長の方針である

「メンタルヘルスの啓蒙」に沿って、クラブ会員

や職場のメンタルヘルスの課題に取り組んで参

ります。特に会員企業に役立てていただける実

践例や手法を紹介することを計画しています。

　国際奉仕委員会は、グローバル補助金を利用

した国際奉仕活動やこの指とまれ事業が、地区

の一部の限られたクラブしか対象になっていな

い現実を打破するため、国際奉仕に関するセミ

ナーを見直し、実践例やその手法をわかりやす

く伝えるための体制を確立させ、出前卓話等も

実施しながら国際奉仕を地区と共に作り上げる

システムを整えたいと思います。

　本年度より、以上のような活動を展開してい

きますので、各クラブのご理解とご協力を頂き

ながら、クラブ独自の奉仕プロジェクトを推進

するために地区委員全員で取り組んで参ります。

奉仕プロジェクト　リーグリーダー 

髙　橋　賢　吾
（水戸西ＲＣ）

本年度の奉仕プロジェクトリーグの
活動について
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　「職業奉仕」という言葉は、ロータリークラブ
に入会したときから気になっていました。ロー
タリークラブは奉仕団体であり、様々な奉仕活
動を行なっている世界的な組織であることは、
その活動実績をみれば誰もが理解できるところ
だと思います。
　その一方で、「職業奉仕はロータリーの基本的
な理念である。」などと言われていて、他の奉仕
部門とは趣を異にしているため、職業奉仕とい
うものについて十分に理解していないロータリ
アンが、意外と多いのが実情ではないでしょう
か。少なくとも、私自身は職業奉仕というもの
について、しっかりと理解できていたという自
信はありませんでした。
　この度、職業奉仕委員会に携わらせていただ
くことになったことを機会に、改めてロータ
リーの職業奉仕について調べてみました。その
結果、ロータリアンとしての自覚を、私自身が
持っていなかったことに気付かされました。職
業奉仕という理念は、ロータリークラブの基本
理念そのものであり、ロータリークラブに入会
する当初から身につけておかなければならない

「心構え」であり、「生き方」であることを知り
ました。
　さらに、職業人の集まりであるロータリーク
ラブにおいては、職業奉仕は単なる理念ではな

く、実践されるべきものであるということを知
り、ロータリークラブが世界的規模で活躍して
いることの原動力がここにあったのかと、感動
しました。
　職業奉仕について学ぶことは、ロータリーク
ラブの基本理念に立ち返ることであり、自分の
生き方を見直すことにもつながるものであると
考えます。
　今年度は、この様なことをお伝えできるよう
な活動を中心としていくとともに、近年、職業
奉仕の実践の場における重要課題となっている

「メンタルヘルス」についての理解を深める研修
会を実施し、発信していく予定です。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクトリーグ
職業奉仕委員会　総括委員長

安　　　圭　一
（水戸ＲＣ）

「職業奉仕」ってなに？
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　本年度、地区社会奉仕委員会総括委員長を仰
せつかりました關本淳一（土浦ＲＣ）です。
　例年、当委員会では、地区内各クラブの社会
奉仕活動企画・立案について有益な情報をご提
供すべく、モデル事業や内容・詳細についてセ
ミナーや研究会を実施しています。
　本来であれば、この場で年度初めのご挨拶や
上記内容についての一年間の全体的なスケジュ
ールを申し上げるのですが、当委員会では今年
度の担いとして茨城ガイドブック「見て覧（ミ
テラン）」を作成することとなったため、ガバナ
ー補佐をはじめ、各クラブご担当者の皆様には
数か月前から作成に関するご協力をお願いして
いるところです。
　大久保ガバナー年度の地区スローガンは、「ま
ちを磨けば、あなたが輝き、世界を彩る」です
が、私たちの住まう茨城県は海・山などの自然
だけでなく、文化施設・歴史的な遺産、さらに
は各種レジャースポットを擁しているにも拘わ
らず、その魅力を十分に伝えられていないため、
地域の魅力度はいまだ低迷しています。
　「まちを磨く」ためには、先ずその街を知るこ
とが必要です。ロータリアンの皆さんは、それ
ぞれの地域を愛される方々の集まりですので、
一般の方たちより地域に精通していることと思
います。その皆さまが、それぞれの地域の『こ

こは！』というスポットを地区内 55 クラブで
２地点ずつ紹介し、合計 110 地点の選りすぐり
を載せたロータリー版茨城ガイドブックを作成
いたします。都会の広告代理店には知られてい
なくても、地域を愛するロータリアンだからこ
そ知っている茨城県の魅力を伝える今までにな
いガイドブック、これが「見て覧（ミテラン）」
です。
　「見て覧（ミテラン）」が刊行され、それを手
に取ったロータリアン・ロータリアン以外の
方々が茨城各地の名所を訪れることにより地
域が活性化するのは勿論ですが、実はもうひ
とつ目論見があります。各クラブ内で、地区
を代表するスポットを選定する際には、委員
会や理事会等で多くの議論がなされることと
思います。この議論の中で、自分たちの地域
の魅力を再認識し、または今まで知らなかっ
たスポットの知識を得ることで、さらに地域
に対する理解と発信力が高まることに繋がる
のではないか、と期待しています。
　私のような若輩者には荷が重い、担いの多い
一年ですが、「見て覧（ミテラン）」作成が地区
スローガン体現の一助となり、地区内各地域の
活性化に少しでもお役に立てる事業となること
を祈念し、年度初めのご挨拶とさせていただき
ます。一年間どうぞよろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクトリーグ
社会奉仕委員会　総括委員長

關　本　淳　一
（土浦ＲＣ）

「見て覧（ミテラン）」で地域活性化を
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　大久保年度より、新たに地区国際奉仕委員会

総括委員長を拝命いたしました平島隆之（土浦

ＲＣ）です。

　地区に出てから４年目、この３年間は財団委

員会と国際奉仕委員会の二足の草鞋を履いて活

動させていただいておりましたが、今年度から

は国際奉仕委員会に専念して活動させていただ

きます。

　ロータリーにおける奉仕活動の中でも、最も

美しい花だと言われている国際奉仕は、その評

価とは裏腹に、一部の限られたロータリアンの

活動分野であって、一般のロータリアンにとっ

ては縁遠い存在であると思われていると感じて

おります。今年度は出前卓話などを通して、少

しでもその誤解を解いて身近な活動であるとい

うことを理解していただき、国際奉仕事業に新

たに参加するクラブを増やすことを目標にして

行動いたします。

　また、当地区独自の事業で、地区内最長の事

業でもある「この指とまれ」事業を、ＳＮＳ等

を使ってロータリアンのみならず、一般に広く知

ってもらうことに注力します。お隣の 2790 地

区（千葉）では、当地区の「この指とまれ」事

業を参考に、地区内で同様の事業を展開されよ

うとしております。他の国際奉仕事業に比べて

事業実施のためのハードルが低いこの事業を、

将来的に他地区へ横展開してもらいたいと思い

ますので、そのためにもまずは、広く知っても

らうところから始めます。

　加えて、国際紛争の場でのリーダーとして活躍

する先人たちのような優秀で志の高い学生さんを

応援支援するため、これまで同様、ロータリー

財団奨学生候補のサポートをロータリー財団委

員会の協力のもと行っていきます。

　「せっかくのロータリーですから、世界と繋が

らなければもったいない」。クラブを活性化する

ためにも、人生をより豊かなものにするために

も、ぜひ国際奉仕への積極的な参加をお待ちし

ております。１年間、何卒よろしくお願い申し

上げます。

奉仕プロジェクトリーグ
国際奉仕委員会　総括委員長

平　島　隆　之
（土浦ＲＣ）

せっかくのロータリーですから、
世界と繋がらなければもったいない
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　今年度、ゴードンＲ．マッキナリーＲＩ会長
は、「世界に希望を生み出そう」をテーマに掲げ
られました。そしてロータリーが世界の注目を
集め、現在の期待をはるかに超えた可能性を示
す機会が訪れているとおっしゃっています。
　青少年奉仕委員会はロータリーの五大奉仕の
一つですが、未来の社会を支える若者を育成す
る重要なプログラムです。近年この青少年奉仕
委員会は未来に向けて大きな変革がなされまし
た。それはロータリーの青少年プログラムの四
つの部門の一つだったローターアクトクラブが、
2019 年の規定審議会の決定で、正式にＲ I の
会員になったことです。そのためローターアク
ターはクラブの組織、運営、資金管理、活動や
奉仕プロジェクトの計画、実施を自ら決定する
ことが出来るようになりました。以前は 30 歳
が上限だった年齢制限がなくなったことも大き
な変更点でもあります。

　インターアクトクラブでは、12～18 歳の中
学・高校生が地元でのボランティア活動や海外
のインターアクターとの交流を広げ国際感覚
を養っております。したがって、スムーズに
充実した活動を進めるためには、ロータリー
クラブの強い支援とともに、学校とのコミュニ
ケーションが必要不可欠であると思います。
　青少年並びにライラ部門は 14 歳 ～ 30 歳の
ロータリーファミリーにリーダー育成のための
指導者養成プログラム（ＲＹＬＡ）を行ってお
ります。ＲＹＬＡは青少年の育成に大変重要な
役割を担っており、特に多くのインターアクター
の皆様には参加していただき、視野を広げる機
会を数多く経験していただきたいと考えます。
　青少年交換部門のコンセプトは、異文化を理
解し、国境を越えた友情と信頼を築く機会をも
たらすことで、自分で考え率先して行動する力
を育てることが出来るようにすることです。実
際に海外の多くの友人を得、自身のアイデンティ
ティーが養われることで、ロータリーのリーダー
としての道が大いに期待できます。
　今年度はコロナが収束し活発な活動が行われ
ると思いますが、まだまだ油断は禁物です。危
機管理を十二分にわきまえて参りましょう。皆
様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

青少年奉仕委員会　担当カウンセラー

保　延　輝　文
（石岡ＲＣ）

未来のリーダーを育む
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　青少年奉仕委員会はインターアクト・ライラ・
ローターアクト・青少年交換の４つの委員会で
構成されています。ゴードンＲ．マッキナリー
ＲＩ会長、大久保博之ガバナーの方針の下で五
大奉仕部門の一翼を担うべく、基本方針として
①奉仕活動で国際社会と地域へ貢献②ＳＤＧｓ
実現を目指す人材育成③危機管理の周知と徹底
④青少年と共に我々ロータリアンも成長する、
の４点を軸に活動いたします。
　「インターアクト委員会」は 8 月 11 日金曜日
に水城高等学校をホストに提唱クラブ・水戸
ＲＣにて「インターアクト年次大会」を開催頂
く予定です。地区内 6 校のインターアクトクラ
ブの社会奉仕、国際貢献等の事業を支援させて
いただきます。また海外研修についても再開で
きるように委員会で議論を進めます。「青少年
並びにライラ委員会」は 14歳 ～35歳のロータ
リーファミリーや青少年を対象にリーダー育成
のための指導者プログラム（ＲＹＬＡ）を企画・
運営させていただきます。開催時期は検討中で

すが学びの場を提供できるようにリアル開催、
１泊２日の日程にて準備を進めます。
　「ローターアクト委員会」は完全自立のための
意識変革を促し、地区大会、全国ＲＡＣ研修、
地区協議会等魅力ある事業構築の支援を進めま
す。また８ＲＡＣ（16 提唱クラブ）と連携し会
員増強、組織強化に取り組みます。
　「青少年交換委員会」では昨年度３年ぶりに長
期交換留学生を派遣できました。今年度も１名
アメリカに派遣、次年度の選考、オリエンテー
ションなども準備を進めます。
　また継続している「ポリオ撲滅募金活動」も
取り組みます。社会情勢をみながらの活動とは
なりますが、コロナも制限が解除され、光が見
え始めました。未来の礎となる人材育成のため
に尽力する所存です。
　今年度もロータリアンの皆様には青少年奉仕
活動へのご理解とお力添え、ご協力をよろしく
お願いいたします。

青少年奉仕委員会　総括委員長

高　田　稔　美
（つくば学園ＲＣ）

第 2820 地区における青少年奉仕活動
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　今年度、大久保博之ガバナーの指名により、
引き続きロータリー財団委員会総括委員長を仰
せつかりました。微力ではございますが、皆様
のクラブの奉仕活動が活発に行われますよう、
縁の下からバックアップさせていただく所存で
すので宜しくお願い致します。
　さて、今年度のＲＩ会長ゴードンＲ．マッキ
ナリー氏が掲げたテーマは、CREATE HOPE in 
the WORLD です。メルボルン国際大会に参加
した私は、ウクライナのロータリアン達から第
2820 地区の支援に対し、あなた方の行動はウ
クライナ国民に希望を与えてくれたと、沢山の
感謝の言葉を頂きました。そこで感じたのは、
ロータリーが社会問題を全て解決することは不
可能ですが、紛争・災害・疾病などの困難に直
面し、絶望の中にいる人たちに生きる希望を生
み出すことができるということです。
　そして、第 2232 地区のオルハ国際奉仕委員
長が次年度のガバナーはどういう人だと聞くの
で、大久保さんという熱心な教育者で、ウクラ
イナの子ども達のメンタルヘルスのプロジェク
トを計画していることを伝えると、スローガン
は何だと聞くので、
　It makes the world colorful, you brilliant, 
through refining the community. だと伝えると、
本当にウクライナを支援してくれるのか？と聞
くので、我々 2820 地区は、大久保ガバナーと
共に、ウクライナの街が再び彩を取り戻せるよ
うに支援することを約束した次第です。地球上

に暮らす全ての人々が、平和な世界で、それぞ
れの人生を楽しんでいる日々を想像しながら、
財団委員会ができることを実践し積極的平和
に取り組んでまいりたいと思います。そうし
たロータリーの奉仕活動に参加することが、人
生の楽しみの一つとして数えることができるの
がロータリアンなのではないでしょうか。
　新たな手続き要覧に変わって２年目となり、
ロータリーも、千変万化の様相を呈する中で、
大久保ガバナー年度には、各クラブへのサポー
トとともに、地区委員会の編成を刷新したガバ
ナンスに対しても多くの期待が寄せられていま
す。そうした状況に鑑み、ロータリー財団委員
会としましては、大久保ガバナーの年度方針に
呼応し、各クラブの奉仕活動を資金面からバッ
クアップさせていただきます。そして、変化の
激しい昨今、ロータリー財団の最新情報を提供
して行けるよう、セミナーや出前卓話を実施し
て行く所存です。
　最後になりますが、ロータリーの各分野にお
ける奉仕活動は、ある時は社会に貢献しながら、
またある時はクラブに貢献しながら、自己達成
のために新たな知見や経験を得る自己研鑽の場
にもなるのだと思います。こうして、奉仕の理
念や中核的価値を共有し、自己を高め、生業を
発展させ、持続可能な社会の発展のために活動
されている、地区内会員の皆様方に敬意を表し
ますとともに、財団委員会へのご理解に衷心よ
り感謝申し上げます。

ロータリー財団
担当カウンセラー　総括委員長

新　井　和　雄
（下館ＲＣ）

クラブを輝かせる縁の下の力持ち

■今年度より研修リーダーの呼称が「地区ラーニングファシリテーター」と変更となりました。御報告申し上げます。
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　第 2820 地区米山記念奨学会のカウンセラー
の牛久ＲＣの池田です。カウンセラーも今年で
3 年目という事で（ほとんど一年交代）だいぶ
慣れて参りました。この奨学会は日本独自のプ
ログラムですが財源は主に会員の浄財によって
賄われており、国内 34 地区の多地区共同活動
としてＲＩからも認められております。学業が
優秀な学生だけでは米山記念奨学生にはなれま
せん。異文化への理解やコミニケーション能力
に優れていなければなりません。そして、ロー
タリークラブを通じて日本の文化や習慣などに触
れ、社会参加と社会貢献を育み、ロータリーの
理想である国際平和の維持と創造に貢献するこ
とです。
　この会の総事業費は約 15 億円で特にアジア
を中心とした、129 か国の地域の方々で日本最
大の民間奨学事業であります。ほかの奨学会と
の一番大きな違いは、世話クラブの中から担当
カウンセラーを置き、奨学生の個人的ケアにあ
たるアドバイザーとして、心の通った交流をす
るとともに、奨学生は月に一度以上世話クラブ
の例会や奉仕活動に顔を出し、大学生活では得
られない、出会いと交流を通じて日本の心を学
びながら、ロータリアンと積極的に交流して国
際理解や相互理解を深めるとともにロータリー
の奉仕の心を学んでもらいます。

　様々な職業や世代で構成されているロータ
リークラブとの交流は日本文化に接し、将来の
事や奉仕について考える機会となり、奨学生と
ロータリアンの交流は相互理解のみならず、双
方にとっての財産になるわけです。この奨学事
業は交流を目的としたプログラムですが、ロー
タリアンとの交流を通じて、奉仕の精神に触れ
自らの精神を磨くとともに人生観、職業観を高
めます。ロータリアンにとっても金銭的支援だ
けでは得られない感動と米山への深い理解が生
まれます。奨学生、ロータリアン双方にとって
大きな感動を生む事業だからこそ日本最大の民
間奨学事業に発展したのだと思います。母国へ
戻る方、日本に残る方に分かれますが、いずれ
にせよ母国との架け橋となり　広く国際社会で
活躍する方を多く輩出することを望んでいます。

米山記念奨学会　担当カウンセラー

池　田　正　純
（牛久ＲＣ）

世界との架け橋
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　国際ロータリー第 2820 地区のロータリアン
の皆様におかれましては、米山記念奨学事業に
多大なるご理解、ご支援を賜り深く感謝申し上
げます。国際的な視野に立ち、海外から日本に
来日して勉学に励む留学生を温かい心で支援す
る活動は、ロータリーの奉仕の理想の精神その
ものです。
　地区内指定校から推薦され、選考試験に臨む
留学生は正に優秀で合格不合格の結果を出さな
ければならない試験官の心情は人間愛を持った
正義感の表れでなければなりません。昨今の世
界情勢は戦争があり、感染症の蔓延があり、自
然災害の被災がありとネガティブな情報が他国
の出来事であったのが、「明日はわが身」のごと
く自国の出来事となりえます。人間が助け合う
ことは知恵を出し合って学びあうことです。故
に、米山奨学事業は留学生を支援することによっ
て、日々学びの連続です。
　大久保ガバナー年度で、総括委員長 3 年目と
なりますが、私にとり成長させていただく機会
になりました。委員会委員一同、毎日が試練の
連続で年間事業を計画的に進めていても、奨学
生の体調不良による欠席者が出たり、台風とい
う予想外の大雨の直撃で中止をやむなくされた
米山記念館研修など、心が折れそうになる問題
にも冷静に対応することを学びました。

　さて、今年度はこれまでの学びを生かして奨
学生への支援をより細やかに見守りたいと思い
ます。世話クラブのカウンセラーの皆様は奨学
生の父親母親のごとく見守ってくださる存在で
すので、奨学生は世話クラブを来訪するたびに
安息の幸せな時間をロータリアンと共有させて
いただいています。
　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎と
して奉仕の理念を奨励し、これを育むことにあ
る。と語られます。「育む」そして「世界に希望
を生み出そう」なんて創造的な言葉でしょう。
米山奨学生の「今と未来」を象徴しているよう
に聞こえます。
　これからの一年間米山記念奨学会総括委員長
として、地区の皆様と共に「育み育まれ」成長
させていただく所存でございます。どうぞ皆様
のご指導の程よろしくお願い申し上げます。

米山記念奨学会　総括委員長

木　村　美枝子
（水戸好文ＲＣ）

「育み育まれ」成長する委員会をめざして
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　本年度の第 2820 地区の危機管理委員長を拝
命いたしました牛久ＲＣの池田です。
　最近関東一円や北陸におきまして地震が多発
しており大地震の予兆かなどと心配をしており
ます。
　昨年には、中東のトルコとシリアの間におい
ての大震災が発生して、５万人以上の方が亡く
なっております。そして、ウクライナへロシア
が侵攻してから一年半が経過し、また台湾海峡
付近においても緊張状態が続いており、世界的
に不安定な状況にあります。またコロナにつき
ましても小康状態になりつつあり、五月の連休
明けには２類から５類に格下げになったとは
いえ、またパンディミックが起こらないとは限
らないと心配しております。このようなリスク
あふれた不安定な社会を克服して、世界平和な
幸せな社会を目指すのが危機管理だと思ってお
ります。

　地区のロータリーにおきましては、最近まで
は青少年と留学生に対する危機管理だけで一般
ロータリアンに対して危機管理委員会は全くの
ノータッチでしたが、最近の風潮もありロー
タリー活動へ参加する方ボランティアも含め
てロータリアン全員に危機管理を実施しており
ます。優先すべき対象として、自然災害（地震、
津波、台風、洪水など）パンディミック（ウイ
ルス性感染症の世界的流行）、ハラスメント（嫌
がらせ、いじめ）、個人情報保護（同意を得る、
なくさない、漏らさない）、サイバー攻撃（情報
操作、なりすまし詐欺、フェイクニュース）な
どがあげられます。特にハラスメントは社会的
問題提起が出来るため、社会的ステイタスの高
いロータリアンは報道の絶好のターゲットであ
る為、マスコミへの対応としては、ロータリー
の見解を地域社会へ伝える良い機会ととらえ、
メディアの問い合わせには即座に答える、即答
できない場合は折り返し急いで電話をする。正
直に事実のみを話し、事実を隠蔽したり、言い
訳をしないことがポイントです。それにはロー
タリアンの行動規範にもとづいて話すことです。
　最後になりますがどのようにしたら紛争や戦
争をなくすことができるか。どうすれば感染症
の拡大を止めることができるか。
　このような事を平和時に学び、考えておく必
要があります。

委員長メッセージ

危機管理委員会　委員長

池　田　正　純
（牛久ＲＣ）

あらゆる「もしも…」に備える
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　山崎清司パストガバナーより引き継いで、2
年目になります。まだまだ手探りの状態ですが、
各委員長とのコミュニケーションをとって、よ
り効果的な運営を目指して参りたいと思います。
　学友はロータリーファミリーの一員です。
ですから、地区内外または海外で学友がロー
タリーに参加する機会を作り、それを推進し、
地区内の学友とのつながりを維持していくこと
が大切になってまいります。それには、学友と
力を合わせて奉仕プロジェクトや募金活動を行
うことをロータリアンに理解していただくこと
がより求められることと思います。こうした協
力活動は、地域社会におけるリーダーの育成や、
学友のロータリー入会につながります。
　また、ロータリーが行っている活動の影響や
学友行事について、地区内の学友に情報を共有
することも大切であります。

　学友はインターアクト、ローターアクト、ロー
タリー青少年交換、ＲＹＬＡ（ロータリー青少
年指導者養成プログラム）、ロータリー平和フェ
ローシップ、ロータリーの財団奨学金、国際親
善奨学金、ＧＳＥ（研究グループ交換）等の参
加経験者がロータリー学友と呼ばれています。
　今年度は、特にＲＹＬＡに多くの学友に参加
していただき、グローバルな人材の交流を深め、
とくにインターアクト達に、大きな視野を広め
将来の自身の飛躍につながっていければ、大変
意義のあるプログラムになります。
　学友の活発な活動が将来のロータリーの活動
に大きなエネルギーを与え続けることと確信し
ております。学友会の各委員長の協力を得なが
ら更なる発展に寄与できるよう頑張っていく所
存です。皆様のご協力、ご理解を賜りますよう
お願い申しあげます。

ロータリー学友委員会　委員長

保　延　輝　文
（石岡ＲＣ）

学 友 と 共 に …

開催日程　2023 年８月５日～６日（土・日）　　開催地　つくば国際会議場
「再会 in 関東」案内ページ URL　 https://yoneyama.my.canva.site/saikai-in-kanto

QR コードからの
お申込みはこちら
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　ＲＬＩの目的は、「クラブの活性化」と「リー

ダーの育成」です。私たちがロータリアンとし

て成長し、充実した活動をするためには、ロー

タリアン一人ひとりがロータリーの基本理念を

理解し、コミュニケーションや活動を活発にし

て、クラブの活性化につなげて行く必要がありま

す。すなわち、ＲＬＩの目的は、ロータリアンの

自主性と卓越した指導力を涵養し、クラブの刷

新性と柔軟性を育て、ロータリーを活性化する

ことです。

　ＲＬＩ研修の特色は、従来の講義を聞くスタ

イルではなく、決められたテーマについて、小

グループで意見を自由に出し合って討議する形

式です。ファシリテーター（ＦＴ）は進行役で、

質問を投げかけながら、各自の自発的な考え方

や意見を引き出していきます。参加者は解答の

結論を求めるのではなく、課題に対する参加者

の発言から自分自身の解答や方向性を見出す研

修方法となっています。

　ＲＬＩは、ただ新人を育成したり、ただロー

タリーを深く知ることだけでなく、ロータリー

の基本理念である「ロータリーの目的」を現代

的に議論したり、五大奉仕とロータリーの目的

の関連性について考えてみることによって、改

めてロータリーをもう一度振り返る良いチャン

スなのです。是非一度ＲＬＩを体験してみてく

ださい。

　本年度は、ＲＬＩ研修の PART Ⅰから PART

Ⅱそして PART Ⅲ まで、3 段階の研修を開催い

たします。クラブのリーダーの育成、クラブビ

ジョンの確立やクラブのモチベーション向上の

ために是非ご参加ください。そしてＲＬＩを大い

に楽しんでいただければ幸いです。

ＲＬＩ地区代表　ファシリテーター 

髙　橋　賢　吾
（水戸西ＲＣ）

ＲＬＩ（ロータリー・リーダーシップ研究会）
について
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５月会員増強報告・出席報告

分　

区
ク ラ ブ 名

会員増強報告（単位／人）
本 年 末
会員目標

期　首
会員数

５月実績 本年度累計 2023 年
５月末日

うち
女性入会 退会 入会 退会 純増

第
１
分
区

日立 74 72 0 0 6 7 ―1 71 3
日立南 32 26 1 0 11 2 9 35 1
高萩 29 25 0 0 3 2 1 26 0

北茨城 30 27 0 0 0 2 ―2 25 3
日立港 35 34 0 0 3 3 0 34 3
日立北 31 28 1 0 4 3 1 29 0

日立中央 20 17 1 0 5 2 3 20 3
合　　計 251 229 3 0 32 21 11 240 13

第
２
分
区

那珂湊 26 23 0 0 1 1 0 23 1
常陸太田 35 32 0 0 2 3 ―1 31 6

大子 23 21 0 0 0 0 0 21 2
大洗 16 15 0 0 2 0 2 17 0
勝田 28 26 0 0 0 0 0 26 3

東海那珂 38 36 0 0 0 3 ―3 33 0
ひたちなか 21 19 0 0 2 0 2 21 2
合　　計 187 172 0 0 7 7 0 172 14

第
３
分
区

水戸 121 119 0 0 12 7 5 124 4
笠間 18 15 0 0 0 0 0 15 0

水戸西 77 72 0 0 2 3 ―1 71 11
水戸南 80 77 0 0 3 1 2 79 12
友部 23 21 0 0 1 3 ―2 19 0

水戸東 68 63 0 0 2 1 1 64 3
水戸さくら 42 34 0 0 13 6 7 41 3
水戸好文 18 16 0 0 0 0 0 16 15
合　　計 447 417 0 0 33 21 12 429 48

第
４
分
区

古河 55 52 0 0 0 1 ―1 51 3
境 31 28 0 0 2 1 1 29 0

岩井 12 9 0 0 0 3 ―3 6 1
古河東 55 53 0 0 2 0 2 55 17

古河中央 46 40 0 0 6 0 6 46 5
合　　計 199 182 0 0 10 5 5 187 26

第
５
分
区

下館 34 32 0 0 2 2 0 32 4
結城 23 21 3 0 4 1 3 24 0
真壁 16 14 0 0 1 0 1 15 0
下妻 34 32 1 0 23 3 20 52 5

しもだて紫水 61 51 3 0 4 5 ―1 50 4
筑西きぬ 14 12 0 0 0 0 0 12 1

岩瀬 21 19 0 0 1 0 1 20 0
合　　計 203 181 7 0 35 11 24 205 14

第
６
分
区

石岡 21 16 0 0 1 0 1 17 0
土浦 50 48 1 0 3 1 2 50 7

土浦南 88 86 1 0 6 7 ―1 85 5
つくば学園 90 87 3 0 13 3 10 97 0

石岡 87 28 26 0 0 1 2 ―1 25 0
土浦中央 14 12 0 0 2 2 0 12 0

つくばシティ 53 51 2 0 6 2 4 55 8
阿見 14 13 1 0 3 2 1 14 2

つくばサンライズ 12 10 0 0 4 1 3 13 6
合　　計 370 349 8 0 39 20 19 368 28

第
７
分
区

竜ヶ崎 35 33 0 0 2 1 1 34 5
水海道 54 51 1 0 5 2 3 54 2
取手 21 18 0 1 0 1 ―1 17 1
牛久 38 36 0 0 2 0 2 38 3
守谷 4 3 0 0 0 0 0 3 0

龍ケ崎中央 11 8 0 0 0 0 0 8 1
合　　計 163 149 1 1 9 4 5 154 12

第
８
分
区

鉾田 32 30 0 0 0 0 0 30 0
鹿島臨海 44 44 0 0 2 1 1 45 3

玉造 9 7 1 0 1 0 1 8 1
波崎 16 14 0 0 1 2 ―1 13 1

鹿島中央 23 20 0 0 3 1 2 22 3
合　　計 124 115 1 0 7 4 3 118 8

茨城Ｅクラブ 14 12 0 0 0 0 0 12 6
地区合計 1958 1806 20 1 172 93 79 1885 169

※期首とは７月１日の午前０時時点、末日とは当日末日午後 12 時時点とする。
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新会員紹介

水戸西ＲＣ
藤田 奈津子
■ 入 会 日
　 2023 年４月５日

■ 職 業 分 類
　 刑事弁護士

下妻ＲＣ
八木下　聡
■ 入 会 日
　 2023 年４月６日

■ 職 業 分 類
　 運送業

下妻ＲＣ
吉川　寛通
■ 入 会 日
　 2023 年４月６日

■ 職 業 分 類
　 保育園経営

下妻ＲＣ
浦田　勝巳
■ 入 会 日
　 2023 年４月６日

■ 職 業 分 類
　 ハウスクリーニング

日立北ＲＣ
堀越 信太郎
■ 入 会 日
　 2023 年５月 10 日

■ 職 業 分 類
　 銀行

下妻ＲＣ
浦田　順子
■ 入 会 日
　 2023 年５月 18 日

■ 職 業 分 類
　 ハウスクリーニング

水戸西ＲＣ
保科　　均
■ 入 会 日
　 2023 年６月７日

■ 職 業 分 類
　 旅行業

しもだて紫水ＲＣ
大嶋　康司
■ 入 会 日
　 2023 年６月 13 日

■ 職 業 分 類
　 米穀販売

水戸西ＲＣ
石井　裕子
■ 入 会 日
　 2023 年６月 21 日

■ 職 業 分 類
　 建築

「ロータリー希望の風奨学金」は 2011 年３月 11 日に発生した東日
本大震災による被災遺児にそっと寄り添って、「希望の風」を送り
続ける教育支援を目的としてロータリークラブが 2011 年 11 月か
ら立ち上げました。すべての遺児が進学の希望をかなえられるよう
に皆様のご支援をお願いいたします。今年度は公式訪問時にお一人
1,000 円の寄付を募ります。どうぞよろしくお願いいたします。

　第８回日台ロータリー親善会議 台北大会（2023
年 10 月 20 日）が台北マリオットホテルに於いて開
催されます。予定人数になり次第締切とさせて頂き
ますのでお早目の申し込みをお願い致します。詳細
につきましては、地区 HP をご覧ください。

　開催日：2023 年 10 月 20 日（金）
　　　　　登録開始 ：14：30 ～ 
　　　　　会議　親善晩餐会：16：00 ～
　　　　　登 録 料：20,000 円　家族：15,000 円
　会　場：台北萬豪酒店（MARRIOTT TAIPEI）
　　　　　台北市中山區楽群二路 199 號

　　　　　　　　　　　　◎登録締切日
2023 年８月 18 日（金）

第 8回日台ロータリー
親善会議台北大会のご案内
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こころの健康に目を向けましょう

高沢　　彰

　ゴードンＲ．マッキナリー国際ロー

タリー会長は、４つの優先事項の１つ

にメンタルヘルスの推進を掲げました。

メンタルヘルスへの注目は、新型コロナ

ウイルスの世界的な流行が身体的な面だ

けでなく、人々の精神的な面にも大きな

影響を与えていることがきっかけになっ

ています。

　一方、ロータリーの友 2023 年３月号

の同氏への会長エレクトインタビュー

（横組み19 ―21ページ）で語られている

ように、実の兄を自死で失ったことや、

Bipolar UK（英国の双極性障害支援団体）

のアンバサダーを務めていることも大きく

関わっているのでしょう。マッキナリー

会長は、コロナ禍がおさまりつつあるも

のの、精神的に苦しんでいる人は数多く

いて、これを次のパンデミックと捉えて

おり、メンタルヘルスについて話し合え

るよう、また、人々が専門家の支援を得

られるようにし、こころの健康を取り戻

すまで寄り添うことの大切さを強調して

います。

　第2820地区大久保博之ガバナーは、

このマッキナリー会長のメンタルヘルス

推進の方針を受け、具体的目標の１つと

して取り上げて、メンタルヘルス関連の

セミナー開催などを通じて会員のみなさ

まの理解と啓蒙をはかることを目指して

います。また、月信でも、メンタルヘ

ルスに関わるコラムを掲載し、職場で

のメンタルヘルス、うつ病や認知症など

のいわゆるコモンディスィーズ（日常的

に高頻度で遭遇する疾患、有病率の高い

疾患のことをいいます）であるメンタル

ヘルス上の課題などについて、会員のみ

なさまにお伝えしていきたいと考えてお

ります。メンタルヘルスのコラム担当は、

水戸ロータリークラブ所属の精神科医、

高尾哲也会員と私です。どうかよろしく

お願いいたします。

※ 隔月で掲載します。

高沢　彰　略歴

1973年　茨城県立水戸第一高等学校　卒業

1979年　埼玉医科大学医学部　卒業

1983年　同大学大学院医学研究科
　　　　（専攻：精神医学）　卒業

その後、埼玉医科大学付属病院　
病院助手、助手

1986年　ニュージーランド、オタゴ大学
心理学部　博士研究員

1988年　医療法人碧水会汐ケ崎病院　勤務

1991年　同院院長・理事長就任　

1992年　埼玉医科大学精神神経科
非常勤講師（～2020年）

2001年　水戸ロータリークラブ　入会

2019年　水戸ロータリークラブ　会長

2023年　ロータリーの友地区代表

メンタルヘルス
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8 月 ・ 9 月 の ガ バ ナ ー 公 式 訪 問 2023 ー 2024 年度  地区大会のご案内

2 0 2 4 年 シ ン ガ ポ ー ル 国 際 大 会
早 期 登 録 の ご 案 内

8 月 ・ 9 月 の ス ケ ジ ュ ー ル

８月　１日（火）友部ＲＣ
８月　２日（水）下館ＲＣ
８月　３日（木）日立港ＲＣ
８月　４日（金）玉造ＲＣ
８月　７日（月）水戸さくらＲＣ
８月　８日（火）しもだて紫水ＲＣ
８月　９日（水）大子ＲＣ
８月１７日（木）下妻ＲＣ
８月１８日（金）守谷ＲＣ
８月２１日（月）日立中央ＲＣ
８月２２日（火）日立南ＲＣ
８月２３日（水）日立北ＲＣ
８月２４日（木）筑西きぬＲＣ
８月２８日（月）岩井ＲＣ
８月２９日（火）鉾田ＲＣ
８月３０日（水）結城ＲＣ
８月３１日（木）取手ＲＣ
９月　１日（金）勝田ＲＣ
９月　２日（土）つくばサンライズＲＣ
９月　５日（火）真壁ＲＣ
９月　６日（水）常陸太田ＲＣ
９月　７日（木）大洗ＲＣ
９月１１日（月）那珂湊ＲＣ
９月１２日（火）竜ヶ崎ＲＣ
９月１３日（水）岩瀬ＲＣ
９月１４日（木）波崎ＲＣ
９月１５日（金）古河ＲＣ
９月１９日（火）ひたちなかＲＣ
９月２０日（水）高萩ＲＣ
９月２１日（木）鹿島中央ＲＣ
９月２２日（金）鹿島臨海ＲＣ
９月２７日（水）水戸西ＲＣ
９月２８日（木）水戸東ＲＣ

2023 年７月に竣工致しました「水戸市民会館」
で開催致します。
１１月４日（土）　第１回 会長幹事会

（水戸市民会館）
　　　　　　　  ＲＩ会長歓迎晩餐会

（水戸プラザホテル）
　　　５日（日）　本会議・大懇親会

（水戸市民会館）

皆様のご参加をお待ちしております。

国際大会 開催期間（2024 年５月 25 日～ 29 日）
　 マリーナ ベイ サンズ エキスポ ＆
　　　　　　　　　　　  コンベンション センター

MyRotary にてオンライン登録が可能です。登
録料が＄500（９月１日現在）です。どうぞお
早めにご登録下さい。

８月　５日（土）米山世界大会「再会 in 関東」
（つくば国際会議場）

８月　６日（日）米山世界大会２日目
（つくば研究学園内を探索）

　　　　　　　　My Rotary勉強会（ZOOM）
８月１１日（金）インターアクト年次大会

（水城高校）
８月２７日（日）米山記念奨学会セミナー

（つくば山水亭）
９月２３日（土）ガバナー補佐・
　　　　　　　　　　総括委員長合同会議

（ホテルテラスザガーデン水戸）
※地区年間予定表に８月２６日（土）「第１回会　

長幹事会」と掲載がありましたが、中止とな
りました。

国際大会会場のマリーナベイサンズ




